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Ⅰ　緒　　言
トマトの施設栽培では，オランダなどを中心にハイワ

































トマト品種‘桃太郎 8’を供試した．2007 年 7 月 19
日に育苗用土を詰めた 72 穴セルトレイに播種し，閉鎖
型苗生産システムを用いて育苗した．8 月 24 日に軒高
3.5 m の低コスト耐候性ハウス（愛知県武豊町）に設置
したかけ流し式ロックウール養液栽培ベッドに条間 225 
cm，株間 22.5 cm で定植した．栽培ベッドは南北列に
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イヤー誘引栽培を行った．培養液組成は，大塚 A 処方



























月 1 日に育苗用土を詰めた 72 穴セルトレイに播種し，
閉鎖型苗生産システムを用いて育苗した．12 月 14 日に
実験 1 と同様に低コスト耐候性ハウス内のかけ流し式
ロックウール養液栽培ベッドに定植し，ハイワイヤー誘
引栽培を行った．培養液組成は，大塚 A 処方（4 月以



















別日積算日射量は，12 月に 4.90MJ･m-2 と最も低かった
（表－ 1）．果実糖度は，11 月 26 日に収穫された果実で
は，処理区間に差はなかったが，12 月 25 日と 3 月 18
日の測定で対照区より基部側枝区の方が高くなった（図
－ 2）．1 月 18 日と 2 月 19 日では，同様の傾向はあるも
のの，明瞭な差ではなかった．各調査日における平均 1
果重に，処理区による有意な差はみられなかった．3 月
18 日までの 1 株当たり総収量は，対照区と基部側枝区










第 3 果房で最も大きく 0.47，第 11 果房で最も小さく
0.14 であった．
　2）基部側枝葉が果実収量に及ぼす影響
第 1 果房の収穫は，対照区と基部側枝区ともに 2 月
22 日より開始した．第 1 果房から第 12 果房までの収














約 700 g，基部側枝区が約 790 g となっており，このう
ち 100.4 ± 17.8 （平均±標準誤差）g が側枝の新鮮重で
あった．第 13 果房以上の果実（未成熟果を含む）の総
図－ 2　基部側枝葉が果実糖度と平均 1 果重に及ぼす影
響
* は 5％水準で処理区間の糖度に有意差あり（t- 検定）．
平均 1 果重の上下線は標準誤差を示す．
図－ 3　基部側枝葉が果房別の果実糖度と平均 1 果重に
及ぼす影響
*，** はそれぞれ 5，1％水準で処理区間の糖度に有意差あ













                        
2007年 2008年
  8月 z 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 y 
日平均気温（℃）x 28.2 26.4 20.9 17.7 16.8 15.8 16.4 17.9 19.6 22.1 22.9 
日積算日射量（MJ・m-2）w 7.95 8.54 7.23 5.81 4.90 5.73 8.18 10.85 12.78 11.50 9.90 
Z
2007年 8月 27日から 31日までの値 
y











くために果房段位別に測定を行った実験 2 では，第 3
果房以降の全ての果房で有意に果実糖度が向上した．果
実糖度の向上は，各果房直下の側枝に本葉 2 枚残し 1
果房当たりの葉数を増やすことで糖度が増したという報














































































        
出液速度 茎葉重 果実重 z 
  (g・90 min-1)  (g・plant-1)  (g・plant-1) 
対照区 23.7 698 1539 
基部側枝区 27.2y 789 1739 
（主枝 17.0）
（側枝 10.2）
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Effect of Retaining Basal Lateral Shoot on Total Soluble Solids
and Yield in Tomato Trained on a High Wire System
Hidekazu Sasaki, Yasushi Kawasaki, Ken-ichro Yasuba, 
Katsumi Suzuki and Masayuki Takaichi
Summary
　We investigated the effects of retaining basal lateral shoot on fruit total soluble solids (TSS), yield, and 
bleeding rate in tomato trained on a high wire system.  The TSS content of fruits on plants with basal lateral 
shoot was higher than that of fruits on the control plants.  There were no signiﬁcant differences in marketable or 
total yield of fruit or in average fruit weight between plants with basal lateral shoot and control plants. 
Retention of basal lateral shoot might increase the fresh weights of shoot and immature fruits.  The presence of 
basal lateral shoot induces root activity related to bleeding rate and TSS content of fruits in tomato trained on a 
high wire system.
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